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人間が重力環境下で生きていく中で運動を行う際には，着地時に主働筋が一度引き伸ばされエキセ
ントリックな筋力発揮で負荷を受け止めた後，離地に向けてコンセントリックな筋力発揮がなされる
運動，すなわち伸張－短縮サイクル（Stretch-shortening cycle；SSC）運動であることが一般的であ
る．そのため，人間が生涯を通して高いQOLやスポーツパフォーマンスを獲得する上で，この SSC
運動の遂行能力の発達過程を明らかにし，適切に保持増進させていくことが重要である．図子ほか
（1993）は，各種スポーツ選手における下肢の専門的な筋力およびパワー発揮特性について検討し，
リバウンドドロップジャンプ（以下，RDJ）の遂行能力，垂直跳（以下，CMJ）の遂行能力，スクワ
ット姿勢によるアイソメトリックな最大筋力発揮の特性はスポーツ種目の間で大きく異なることを明
らかにし，陸上競技の跳躍選手や短距離選手，優れた球技選手などはRDJのような SSC運動の遂行
能力に顕著に優れることを報告している．また，それまでに体力テストに利用されてきた CMJ や最
大筋力を用いた評価診断法だけでは，スポーツ選手の専門性を十分に評価できないことを指摘し，運
動遂行時間が 0.1～0.2 秒と極めて短時間の間に，典型的な SSC 運動を遂行する能力を評価診断する
ためには，運動遂行時間を加味した RDJ や連続リバウンドジャンプ（以下，RJ）を用いた評価診断
法を取り入れることが有効であることを示唆している．また，発育発達の観点からは，遠藤ほか（2007）
が，6～18歳を対象にして，これまでの体力テストの代表であるCMJ能力に加えてRJ能力の発達過
程について横断的に調査している．その結果，両能力は発育に伴って増大するものの，必ずしも両方
が対応しながら発達することはなく，異なる発達様相を示すことを報告するとともに，発育発達や体
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力・運動能力的な観点から SSC 運動の遂行能力に関する研究を推進することの必要性について指摘
している．しかしながら，幼児期におけるSSC運動の遂行能力の発達過程については，辻野ほか（1974）
がCMJ能力についてのみ検討しているだけであり，RJ能力の発達過程については検討されていない． 
幼児期は中枢神経系の調節機構の完成と中枢と末梢との間の調節機構が形成される時期であり，基
本的な運動を習得するための極めて大切な時期であることが示されている（ガラヒュー，1999）．幼
児期に RJ 能力を発達させることは，その後のスポーツ活動や QOL に対して重要な役割を果たすの
ではないかと考えられる．さらに，近年，幼児の運動能力の低下が報告されており（文部科学省，2012），
幼児の運動機会を多くすることやその時間を増やすことが求められている．加えて，幼児期の運動機
会や運動時間を多くするだけでなく，限られた時間や空間の中で効率良く運動能力の発達を促進させ
られる方策を考案していく必要があると考えられる．幼児における RJ 能力と疾走能力との関係が明
らかになれば，運動遊びや運動指導を行う上でそのあり方や内容に関して有益な知見を提示すること
が可能になると考えられる． 
そこで本研究は，2 歳から 6 歳という幼児期の RJ 能力の発達過程を検討するとともに，この能力
が人間の基本的な運動能力である疾走能力とどのような関係にあるのかについて明らかにし，それら
の知見を通して，RJ 能力という観点からみた幼児の運動遊びや運動指導に関する知見を明らかにす
ることを目的とした． 
本研究では，上述の目的を達成するために研究課題を 3つ設けた． 
研究課題 1では，2～6歳の幼児 180名（男児 100名，女児 80名）を対象として，CMJおよびRJ
能力について横断的な調査を行い，RJ 能力の発達過程について検討した．加えて，下肢の形態的特
性を計測し，RJ能力の発達に対する形態的な発育の変化の影響について検討した． 
研究課題 2では，2～6歳の幼児 166名（男児 96名，女児 70名）を対象として，CMJ，RJおよ
び 20m走の測定を行い，幼児におけるRJ能力と疾走能力との関係について検討した． 
研究課題 3 では，幼児 38 名（男児 24 名，女児 14 名）を対象として，4 歳時と 5 歳時の CMJ，
RJ および 20m 走の測定を行い，その縦断的発達過程および CMJ および RJ 能力の発達と疾走能力
の発達との関係について検討した．加えて，保育者に質問紙調査を行い，RJ 能力の発達に対する幼
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児の活発さおよび運動内容の影響について検討した． 
その結果，各研究課題から以下の知見が得られた． 
研究課題 1において，今まで検討されていなかった幼児期における RJ能力の発達過程を明らかに
することができた．RJ能力はCMJ能力と同様に経年的に発達していく傾向であった．また，その発
達について，RJ における跳躍高は経年的に発達していく一方で，接地時間に経年的な変化が認めら
れなかったことから，幼児期における RJ 能力の発達は跳躍高の増大によるものであることが示唆さ
れた．また，月齢と両能力との関係をみると，CMJおよびRJ能力ともに，月齢と相関関係が認めら
れ有意な回帰式が得られた．そして，回帰直線の±1SDを基準にして，＋1SD以上を good群，－1SD
以下を poor群，±1SDの範囲内を equal群に分類し，その人数の偏りを月齢 50ヶ月未満と月齢 50
ヶ月以上で比較した結果，RJ能力のみ月齢 50ヶ月以上からその発達が大きくばらつき始めることが
明らかとなった．また，その 3つの群間のRJ跳躍高とRJ接地時間を比較してみると good群が有意
に優れていることが認められ，形態的特性については 3群間で差が認められなかった．これらのこと
から，月齢 50ヶ月以上におけるRJ能力のばらつきは，形態的な要因によるものではなく，身体機能
的な要因によるものであることが示唆された． 
 研究課題 2において，CMJおよびRJ能力と疾走能力を評価する疾走速度，歩幅および歩数に関す
る指標（走速度指数，歩幅指数および歩数指数）との間に有意な相関関係が認められた．加えて，走
速度指数および歩幅指数における関係性は年齢が上がるに伴って強くなる傾向であった．また，男児
において疾走中の接地時間とRJ接地時間との間および疾走中の滞空時間とRJ跳躍高との間に有意
な正の相関関係が認められた．これらのことから，幼児期においても思春期の生徒同様にRJ能力が
疾走能力に影響を与える要素になることが示唆された．そして，RJ能力は大きなストライドおよび
高いピッチの獲得に影響を与えることが示唆された． 
 研究課題 3において，1年後のCMJ，RJおよび疾走能力は有意に高いことが認められた．また，
RJ能力については研究課題 1と同様に，著しく発達する者と発達が停滞もしくは低下する者の存在
が認められた． 
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 CMJおよびRJ能力と疾走能力における年次変化率間の関係について検討してみると，RJ能力の
年次変化率と疾走能力の年次変化率との間にのみ有意な正の相関関係が認められた．これらのことか
ら，幼児期における疾走能力の発達にはRJ能力の発達が重要な要素になることが示唆された． 
 保育者に対する質問紙調査において，RJ能力の発達上位群はRJ能力の発達下位群と比較して，活
発である傾向が認められた．これらのことから，園での活発な活動がRJ能力の発達に影響を与える
ことが示唆された． 
 これらの知見は，幼児期からRJ能力の発達を評価診断することが，その後のスポーツ活動やQOL
の基礎を構築する上で非常に重要となることを示唆するものである．幼児期の RJ 能力の発達過程が
明らかになったことで幼児から高校生に至るまでの一連の発達過程を示すことができるようになった．
これは，各年代におけるRJ能力の指標となり，RJ能力の発達を適切に評価し効率的に増進させてい
くための非常に重要な手段になり得ると考えられる．各年齢において＋1SD を上回る者が将来的に
SSC 運動に関する専門性が高いスポーツにおける優れたスポーツ選手に成長する可能性や－1SD を
下回る者がその後スポーツの苦手な子どもとなりそのまま大人へと成長する可能性が考えられる．し
たがって，月齢 50ヶ月頃（4歳頃）までに，幼児に対して体育的な方策によって， RJ能力の発達を
促すような試みを実施する必要があることを示唆することができる． 
加えて，幼児期においても思春期後期の生徒同様に疾走能力と RJ 能力との間に有意な正の相関関
係が認められ，その相関係数は年齢が上がるに連れて大きくなる傾向が見られた．さらに，4 歳から
5歳の縦断的発達過程では，RJ-indexの年次変化率と疾走速度の年次変化率との間にのみ有意な正の
相関関係が認められたことから，幼児期においても RJ のように接地時に負荷を受け止め離地に向け
て運動を切り替えられる能力や短時間で大きな力を発揮する能力の発達も疾走能力の発達に対して重
要な要素になると考えられる．したがって，保育者に対して RJ のように弾む運動を，幼児に対して
体育的な方策として導入していくことの大切さを理解する必要性を指摘することができる． 
そして，そのRJ能力の発達には，多様で活発な運動が関与しており，多様で活発な活動の中でRJ
に類似した運動を経験していることが推察される．これらのことから，幼児における RJ 能力を高め
ることに関しては，保育園および生活環境の中で，RJ に類似した弾む運動を多数経験することが大
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きく関与することを示唆するものである． 
これらの知見から，幼児期から RJ 能力の発達に着目することは，その後の運動能力の発達を検討
していく上で非常に重要であり，幼児体育や運動遊びといった保育や生活環境において，幼児の運動
能力のより良い発達を促すための有益な知見になり得ると考えられる． 
